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現実空間と仮想空間の適切な
重ね合わせ法

九州産業大学情報科学部

松永勝也／近藤隆光（九大）
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拡張現実感技術

実空間

仮想空間

重ね合わせ

実空間＋仮想空間

立体映像技術により作られた
人工的な3次元空間
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拡張現実感技術の応用例

ナビゲーション

都市計画

執刀支援
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拡張現実感技術の問題点

現実空間と仮想空間では人の奥行き特性
が異なる
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拡張現実感技術の問題点

医療分野などの応用では両空間の重ね合
わせに高い精度が要求される

計算上の仮想空間では現実空間との間に
ズレが生じる

仮想空間を補正する必要がある

ところが

そこで
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ディスプレイ

両眼視差情報を含んだ
左眼用・右眼用の映像

左眼用映像⇒左眼
右眼用映像⇒右眼

立体像(仮想物体)

左眼 右眼

立体映像の仕組み

左Q

Q

立体像
(仮想物体)

右Q 左Q右Q

両眼の輻輳
する点

融合
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関連研究

実験とする対象は仮想空間のみ

仮想空間で正確な奥行き知覚ができること
を目的としている

参考文献：

吉田俊介、星野俊二、大関徹、宮崎慎也、長谷川純一、横井茂樹“大型スクリーンを用いた
ステレオ視表示に基づく表示誤差の評価とその補正“，日本ＶＲ学会論文
誌,Vol4,No.1,pp331-338,1999 8

関連研究

実物体でも正確に奥行きを知覚できている
わけではない
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関連研究から考えられること

実物体でも正確に奥行きが把握できているわけで
はない

仮想空間で正確な奥行きを把握することが現実
空間と仮想空間のズレを解消するとは限らない

実際に両空間を重ね合わせて実験を行う必要が
あると考えられる
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本研究の目的

実物体と仮想物体を実際に重ね合わせて
観察者に提示し、仮想空間における物体位
置の補正法を解明する
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実物体と仮想物体のサイズ知覚

提示距離100～130cmを堺

にして、提示距離が小さいと

実物体よりも大きく感じ、

長くなると実物体よりも小さく

感じる

参考文献：

舘瞕 監修: 人工現実感の設計, 培風館, 2000
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実験

目的

－仮想物体のサイズを補正することが有効
な手段かどうか検討する

被験者

－立体視可能な20代の男子学生7名
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実験環境

Half mirror

Head rest

δ

Mouse

Display

Screen

Virtual object

Real object

Liquid crystal 
shutter glasses
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実験手続き

１．実物体をある位置に提示する

２．理論的には同じ位置に仮想物体を提示する

３．仮想物体の位置、およびサイズを
被験者に合わせてもらう

４．実物体と仮想物体が完全に重
なるように仮想物体を奥行き方向
に動かしてもらう

５．一連の作業が終わった時点で仮想物体のサイズ
および３次元の位置情報を記録する
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実験手続き

物体のサイズは30mm（縦）×90mm（横）
×200mm（奥行き）

提示する位置は被験者から見て、
300mm,450mm,600mmの3ヵ所

各位置に関して４回ずつ測定する

測定する位置および順番は被験者毎にラ
ンダムとした
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実験結果

仮想物体のサイズを補正するだけで、奥行
き方向のズレは解消された

the front the back
300 450 600 500 650 800

subjectA 0 0 0.75 0 -0.75 0
subjectB 0 0 0 0 0 0
subjectC 0 0 0 0 0 0
subjectD 0.5 0 0.25 0 0 0
subjectE 0 0 0 -0.5 0 0
subjectF 0 0 0 0 0 0
subjectG 0 0 0 0 0 0

単位：ｍｍ
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実験結果（サイズに関して）

被験者により異なる

左目映像か右目映像か、水平方向か垂直
方向かによっても異なる

left image right image
horizontal vertical horizontal vertical

subjectA -1.5 2 -1.5 0
subjectB -1.8 0 -2.5 0
subjectC -2.3 0.8 -2.8 -0.4
subjectD -2.5 2 -3.8 0.7
subjectE 2 0.5 -1.7 0.5
subjectF -0.2 0.8 -1.8 1.8
subjectG -1.4 2.7 -2.5 2

単位：ｍｍ
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実験結果：提示位置に関して

被験者により異なる

左目映像か右目映像か、水平方向か垂直
方向かによっても異なる

left image right image
horizontal vertical horizontal vertical

subjectA -3.45833 -2.16667 -2.08333 -0.41667
subjectB -4 0.083333 -1.58333 0.75
subjectC -3.45833 -0.5 -0.54167 0.666667
subjectD -3.625 -146 -1 -1.5
subjectE -4.5 -0.91667 -3.41667 -0.08333
subjectF -4.91667 0 -3.04167 0.833333
subjectG -3.29167 0 -2.33333 0.166667

単位：ｍｍ
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実験（再現性について）

目的

-サイズおよび提示位置の補正に関して再

現性があるのかどうかを確認する

実験内容

-仮想物体のサイズおよび初期位置として補

正した値を用いて同様の実験を行った
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実験結果（再現性について）

サイズに関しては再現性が見られたが、提
示位置に関しては再現性が見られなかった
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考察

瞳孔の位置が１mmずれることで仮想物体
の位置は理論的には0.45mmずれる

ディスプレイ
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考察

今回の実験では被験者の頭部は基本的には固
定されるものの、完全に固定はされなかった

実験中に被験者の頭部が数mm程度動くことは十

分考えられる

被験者の頭部（瞳孔）の位置を検出し、瞳孔の位
置に合わせた仮想物体を提示する必要がある
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まとめ

仮想物体のサイズを右目、左目で別々に補
正することが実物体と仮想物体の奥行き方
向のズレを解消するのに有効な手段である
ことが分かった
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今後の予定

観察者の瞳孔の位置を検出し、瞳孔の位
置に合わせて仮想物体の提示し、同様の
実験を行う
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サイズ知覚の実験

まず被験者に実物体のサイズを

十分記憶できたと思われるまで実物体

を注視させた後、仮想物体を眺めて、

仮想物体のサイズが直前に見た実物体

の何％に見えるのかを口頭で答える


